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国立科学博物館（科博）

• 国レベルで唯一の総合科学系博物館

– 本館（上野）・自然教育園（白金台）・実験植物園・研究施設（筑波）

• 研究組織

– 5研究部（動物・植物・地学・人類・理工学）

– 3研究センター（標本資料センター・分子生物多様性研究資料
センター・産業技術史資料情報センター）

標本・資料統合データベース © 科博



サイエンスミュージアムネット(S-Net)

• 科博が運営する自然史標本データ共有ネットワーク

• 104機関が参加：博物館・研究所・大学等

• 国際的データベース（GBIF）へのデータ提供

「ミヤマカラスアゲハ」（チョウの一種）を検索

623.5万件の収蔵標本資料データを公開
（2021年9月現在）

DB:© 科博；地図: © Google



地球規模生物多様性情報機構
Global Biodiversity Information Facility (GBIF)

• 生物多様性データを誰でも自由に利用可能にする
基盤構築が目的の国際プロジェクト

• OECDの勧告に基づき設立

• 18.9億件の標本・観察データを集積

– S-Netからも情報を発信

http://www.gbif.org/ja/ http://www.gbif.org/occurrence



S-Net
国立科学博物館の交付
金によるS-Net運営の
サポート

GBIF

データ提供

文部科学省ナショナル
バイオリソースプロジェクト
（NBRP）の補助による運営・
データ収集

日本語＋英語
でのデータ公開

英語での
データ公開

JBIF（日本の活動拠点）

ジャパン
サーチ

新たにデータ提供



S-Netの仕組み

• 参加館との取り決め

– データ公開（S-Net＋GBIF・ジャパンサーチ等）

– ライセンス（CC0 / CC BY / CC BY-NCからの選択）

• データ変換のサポート

– S-Net形式=GBIF形式＋日本語
（テキストデータのみ）

– データ変換ソフトウェア・
オンライン研修教材等の提供

– データ変換手数料の支払い

– 事務局によるデータ品質チェック

• 周知・交流

– S-Net研究会の実施

– パンフレットの作成・配布
(S-Netパンフレットより ©科博）



魚類標本写真データベース

• 魚類写真を再検証可能な
学術資料とみなし、博物館
資料として収集・保管

• 写真提供者はさまざま
– 博物館・愛好家（ダイバー
等）＋専門家によるキュレー
ション

• 神奈川県立生命の星・地
球博物館と国立科学博物
館が共同で運営

• 著作権 データは上記2館
写真は提供者

©神奈川県立生命の星・地球博物館、
国立科学博物館



ジャパンサーチへの期待

• 生物の授業や博物館実習等での活用？

• 横断検索を利用した新しい研究・サービス？

• 参加者へのフィードバック（研究会等）

– データが「つながる」意義のアピール

館（科博）として

• DAをどう維持・発展していくか？：館内での理解を広げる

ジャパンサーチ連携の「まとめ役」として

• 共有可能な写真データをどう増やすか？：ライセンス問題

今後に向けた科博での重点課題
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